
特集  山香病院における緩和ケアの取り組み
【緩和ケアとは】
　緩和ケアは、生命を脅かす病気に直面している患者様とご家族様のQOL（生活

の質）を向上させるための包括的なケアのことを言います。身体的な痛みはもちろ

ん、その他の心理的・社会的な問題を早期に発見し、的確に評価して対応するこ

とで、苦痛を予防し和らげることを目的にしています。

【緩和ケアの対象と重要性について】
　緩和ケアは一般がん疾患の方を中心に対象とされてい

ましたが、近年では非がん疾患（がん以外の重篤な慢性

疾患）においても重要な役割を果たしています。心不

全、慢性呼吸器疾患、腎不全、神経難病（筋萎縮性側索

硬化症やパーキンソン病など）、認知症といった非がん疾患において、緩和ケア

が患者様のQOLを向上させるために不可欠となっています。

　また、緩和ケアは治療終了段階から始まるケアと一般的には捉えられがちです。

　しかし、近年では対象の拡充とともに疾患の初期段階から取り組むことが重要

視され始めました。

【当院での緩和ケアの取り組み】
　当院では、2016年から緩和ケア委員会が活動しており、多職種のメンバーで構

成されています。委員会には、がん疾患を対象とする「がんチーム」と、臓器不

全や認知症、老衰などがん以外の疾患を対象とする「非がんチーム」があり、以

下のような活動を行っています。

●早期の問題発見と対応 :患者様の緩和的な問題を早期に発見し、多職種で協力して解決策を模索します。

●事例検討と勉強会 :定期的に事例検討会や勉強会を開催し、職員の緩和ケアに関する知識と技能の

向上を図っています。

●家族支援 :患者様とそのご家族様に対しても支援を行い、全体的なQOLの向上を目指しています。

【地域でのサポート活動】
　地域社会におけるサポートの一環として、奇数月の第4水曜日に「よろうち！きつきオリーブサロ

ン」を市役所健康長寿あんしん課と共催しています。このサロンは、がん以外の疾患を持つ患者様や

そのご家族様も参加可能で、専門職による講話やリハビリテーション科職員による体操、交流会など

で情報交換と支援を行っています。

【まとめ】
　緩和ケアは、がん・非がん疾患を問わず重要な役割を

果たしています。当院では重い病気で苦しんでいる患

者・家族のつらい症状や心の悩みを和らげ、できるだけ

快適に、自分らしく生活できることを目指します。多職

種のチームで連携し、全人的苦痛を軽減できるよう、包

括的で個別化されたケアを提供し、尊厳ある生活を支援

します。

　また、病院と地域社会の連携を強化し、よりよい支援

を提供することで、患者様・ご家族が安心して療養生活

をおくれるよう努めてまいります。


